
   

【小学校の学校間連携】 

・一部の教科の教科担任制実施（複数校兼務で実施） 

・規模の異なる学校間の合同授業（ICT活用の遠隔等） 

・スポーツや音楽授業等集団での学習活動 等 

              佐渡市立小・中学校「学校再編 学校間連携（イメージ図）」         R2.10 

 

 

                         

  

  

       

 

 

   

 

 

 

          

 

                    

 

 

     

 

  ※       再編後の存続校(中 1校「中学校【拠点校】」・小２校・義務教育学校１校・小中連携校１校)     

 

【連携校２】 A 中学校【拠点校】 B 小中連携校 

校長１名（小校長が中兼務） 

B中学校【連携校１】 

教頭２名（小１・中１） 

・複式（１～２学級） 

・兼務教諭（兼務校） 

（技・美・音・家）等 

B小学校 

・複式（１～３学級） 

・養教、事務職員配置 

    ※学校規模に拠る 

    ※事務＝共同実施  

後期（中３年） 

【複式（１～２学級）】 

○教頭配置 

・兼務教諭（兼務校） 

（技・美・音・家）等 

前期（小６年） 

【複式（２～３学級）】 

◎校長配置 

○教頭配置 

・養教配置 

【 A 中学校を中核とする拠点校方式(チェーンスクール)】 

◎拠点校：校長及び副校長配置（３校兼務）、各校に教頭配置 

◎学年２学級（６学級）の場合はクラス替えが可能 

・教員の配置：拠点校に全ての教科の教員を配置し、技・美・音・家等に

ついては、拠点校教員が複数の連携校を兼務 

・学校事務：２名（総括事務主幹＋主事）配置し、３校兼務 

Ｅ 小学校 
２校を１校に統合 

Ｄ 小学校    
３校を１校に統合 

Ｆ 小学校 Ｇ 小学校 Ｈ 小学校 

C 義務教育学校 

 ◎校長１名配置 

【 中 学 校 拠 点 校 方 式 ( チ ェ ー ン ス ク ー ル ) 】                       

地理的条件等で統合が困難な場合、正規教員が複数学校を兼務すること

により、非常勤講師対応や免外指導を解消する方式 

 

 連 携 連 携 

統 合 統 合 

【連携校 1】 

【義務教育学校】小中学校を廃止し、１人の校長の下、義務教育の   

９年間、小中一貫教育を目的とする学校。「乗り入れ授業」可能    

【小中連携校】小・中学校がそれぞれ別の学校であるという前

提の下、教育目標やカリキュラムの共通部分について協働す

る学校。小中が連携し、９年間の学びを通して子どもを育成        

統 合 


